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いけばないけばな
華道家元池坊鳥取おおち支部華道家元池坊鳥取おおち支部
令和８年９月５日（土）～９月10日（木）

桂小文吾落語教室発表会桂小文吾落語教室発表会
令和８年８月19日（水）　12時00分～12時55分

桂小文吾落語教室の発表会です。今回は、子どもメンバーを中心
にお送りしました。たくさんの方に楽しんでいただきました。

笑音亭丙さん

柊亭かき氷さん

瀧川蛙朝さん

笑音亭乙さん
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生涯学習マスコット

マナビィ

１階ロビー１階ロビー

「学び」の成果発表の場「学び」の成果発表の場

ＪＲ鳥取駅南口

から徒歩３分

特別！友情出演

『ナミヤ雑貨店の奇蹟』
東野  圭吾／著
ＫＡＤＯＫＡＷＡ（角川文庫）

今夏、逝去された著者をしのんで一冊を選びまし
た。廃業した雑貨店に過去から悩み相談の手紙が
届くところから物語がはじまります。時代を超え
て人の人生がつながっていく物語。「鳥取にナミヤ
雑貨店があったら」と想像して読んでみてはいか
がでしょうか。

# ファンタジー  # ミステリー  # 号泣

『赤パンラプソディ』
桐衣 朝子／著（小学館）

漫画家の娘たち、頑固な夫、愛猫まで、ひとクセ
もふたクセもある家族が繰り広げる、笑って泣け
る家族小説です。著者は46歳で大学に入り、52歳
で大学院へ進学。そして61歳で小説家デビューを
しました。人生まだまだこれから。著者のインス
タグラムも必見です。

# 還暦デビュー  # 笑いあり涙あり

『炎はつなぐ  めぐる「手仕事」の物語』
大西 暢夫／著（毎日新聞出版）

写真家・映画監督である著者が、日本各地の職人
を訪ね、さまざまな「手仕事」のつながりを追っ
たノンフィクションです。ひとつの手仕事をた
どっていくと、別の職人や素材との思いがけない
つながりが見えてきます。そこには、自然の恵み
を循環させてきた職人の知恵がありました。

# 手仕事  # 職人  #ノンフィクション

『おせち』

内田 有美／文・絵　満留 邦子／料理
三浦 康子／監修（福音館書店）

色鮮やかな絵とリズミカルなことばで、おせち料理を
一品ずつ紹介する絵本です。それぞれの料理に込めら
れた、健康や幸せへの願いを楽しく知ることができま
す。新年の準備が楽しくなること間違いなしの一冊。
英語版もあり、日本語とはひと味違うことばの響きを

楽しめます。親子で読み比べてみるのも楽しそうです。

『OSECHI  Food for the New Year』

内田 有美／文・絵
アーサー・ビナード／英語版テキスト
満留 邦子／料理　三浦 康子／監修（福音館書店）

『吉野葛・盲目物語』
谷崎 潤一郎／著（新潮文庫刊）

『吉野葛・盲目物語』には二編が収められて
います。「吉野葛」では、奈良県吉野の土地に
残る歴史や伝承をたどります。一方、「盲目物
語」では盲目の按摩が語り手となり、彼が側
近くにつかえたお市の方やその娘たちの物語
を独特の語り口で伝えます。今年の大河ドラ
マの振り返りにもどうぞ。

鳥
取
の
長
い
冬
が
は
じ
ま
り
ま
す
︒

コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
を
淹
れ
て
ひ
と
休
み
︒

ほ
っ
こ
り
と
心
を
ゆ
る
め
た
ら
︑

新
し
い
本
の
世
界
へ
と
旅
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

# 歴史　# 物語

読
み
た
い
本  

特
集

ほ
っ
こ
り 

ま
っ
た
り 

読
書
の
ス
ス
メ

こ
の
冬
に

# 年末年始に楽しみたい絵本　# 食べもの

読み聞かせにも
オススメ

25 ma·navi 227号




